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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
に
塾
長
に
就

任
し
た
小
泉
信
三
は「
理
工
系
学
部
設
立
」

を
重
要
な
懸
案
事
項
と
し
て
い
た
。
実
は

福
澤
諭
吉
の
在
世
当
時
よ
り
、
文
学
部
・

経
済
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
に
続
く
理

工
系
学
部
の
設
置
が
慶
應
義
塾
の
課
題
と

な
っ
て
い
た
が
、
学
部
設
立
の
た
め
に
は

莫
大
な
費
用
が
必
要
と
な
り
、
資
金
調
達

が
高
い
壁
に
な
っ
て
い
た
。

　

同
じ
頃
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
社
長
・

会
長
を
務
め
「
製
紙
王
」
と
呼
ば
れ
た
塾

員
の
藤
原
銀
次
郎
は
、
日
本
の
発
展
の
た

め
に
は
私
財
を
投
じ
て
で
も
本
格
的
な
工

業
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
決

意
を
固
め
て
い
た
。
同
じ
志
を
抱
い
た
塾

員
同
士
が
会
談
の
機
会
を
持
っ
た
の
は

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
の
こ
と
。

６
月
に
東
京
・
銀
座
の
交
詢
社
で
工

業
大
学
設
立
に
関
す
る
初
め
て
の
話

し
合
い
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
二
人
は

何
度
も
協
議
を
重
ね
る
。
そ
の
結
果
、

小
泉
が
学
長
と
し
て
教
育
を
、
藤
原

が
理
事
長
と
し
て
経
営
を
担
当
す
る

こ
と
で
合
意
し
、
藤
原
が
私
財

８
０
０
万
円
を
投
じ
て
「
藤
原
工
業

大
学
」
を
設
立
す
る
こ
と
が
決
定
し

た
。

　

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、
日
吉
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
理
工
学
部
の
前
身
と
な
る
藤

原
工
業
大
学
（
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学

科
、
応
用
化
学
科
、
お
よ
び
予
科
）
創
設
。

小
泉
と
藤
原
の
協
議
の
中
で
、
将
来
の
慶

應
義
塾
と
の
合
併
を
見
据
え
て
、
制
服
や

教
員
人
事
な
ど
は
慶
應
義
塾
大
学
と
同
等

ま
た
は
共
通
に
す
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４
４
（
昭
和

19
）
年
、
創
立
前
か
ら
の
約
束
通
り
藤
原

工
業
大
学
は
慶
應
義
塾
へ
寄
付
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
り
、
８
月
、
正
式
に
慶
應
義
塾

大
学
工
学
部
が
発
足
し
た
。

工
学
部
設
立
の
立
役
者
は

小
泉
信
三
と
藤
原
銀
次
郎

戦
中
・
戦
後
の
苦
難
と

「
小
金
井
」で
の
再
出
発

理
工
学
部
の
変
遷
を
た
ど
る

今
年
２
０
２
２
年
は
理
工
学
部
が
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て
ち
ょ
う
ど
50
年
と
い
う
節
目
の
年
。

理
工
学
部
の
前
身
で
あ
る
戦
前
の
「
藤
原
工
業
大
学
」
の
創
設
か
ら
慶
應
義
塾
大
学
「
工
学
部
」
へ
。

さ
ら
に
戦
後
の
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
再
出
発
と
、
日
吉
矢
上
台
に
”復
帰
“
し
て

現
在
の
「
理
工
学
部
」
と
し
て
改
組
さ
れ
る
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

理工学部校舎の変転（『慶應義塾大学理工学部75年史』より）

藤原工業大学予科校舎（写真提供：福澤研究センター）
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ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
新
天
地
で
の
再
出
発

と
な
っ
た
。
小
金
井
移
転
の
年
は
工
学
部

創
立
10
年
と
い
う
節
目
で
も
あ
り
、
記
念

式
典
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
教
職
員
と
学
生
が
協
力
し
合

い
、
机
や
椅
子
等
も
手
作
り
し
な
が
ら
準

備
を
進
め
た
。
運
動
場
の
整
備
で
は
、
当

時
の
丹に

羽わ

重し
げ

光て
る

学
部
長
が
自
ら
ロ
ー
ラ
ー

を
引
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

以
後
23
年
間
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
は

慶
應
義
塾
の
工
学
部
の
拠
点
と
な
っ
た
。

こ
の
時
代
は
日
本
が
工
業
製
品
の
輸
出
に

よ
る
貿
易
立
国
と
し
て
高
度
経
済
成
長
を

遂
げ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
政
府
に
よ
る
科

学
技
術
振
興
策
も
追
い
風
に
な
り
、
学
部

と
大
学
院
の
定
員
増
や
施
設
・
設
備
の
拡

充
が
進
ん
だ
。

　

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
か
ら
10

年
を
経
た
頃
、
工
場
施
設
を
再
利
用
し
た

建
物
の
老
朽
化
や
１
年
生
が
一
般
教
養
課

程
を
学
ぶ
日
吉
か
ら
遠
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

日
吉
へ
の
復
帰
を
望
む
声
が
次
第
に
高
ま

っ
て
い
た
。
復
帰
が
決
定
し
た
の
は
１
９

６
８
（
昭
和
43
）
年
の
こ
と
。
移
転
先
の

日
吉
矢
上
台
は
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
谷

　

し
か
し
戦
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
。
そ
れ

に
伴
っ
て
同
年
２
月
に
は
海
軍
軍
令
部
第

三
部
が
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
予
科
第
一
校

舎
（
現
高
等
学
校
校
舎
）
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
、
９
月
に
は
連
合
艦
隊
司
令
部

が
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
転
し
て
き
た
。

翌
１
９
４
５
年
４
月
、
空
襲
に
よ
っ
て
日

吉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
施
設
の
お
よ
そ
８
割
を

焼
失
。
８
月
に
戦
争
が
終
結
す
る
と
、

今
度
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
接
収
さ
れ
、
工
学
部
は
学
び
舎
を

求
め
て
東
京
・
目
黒
の
旧
海
軍
技
術

研
究
所
、
川
崎
市
溝
ノ
口
の
工
場
内

の
国
有
地
な
ど
を
転
々
と
す
る
こ
と

に
な
る
。
終
戦
後
の
混
乱
期
、
こ
れ

ら
仮
校
舎
で
の
授
業
に
出
席
で
き
た

の
は
京
浜
地
区
在
住
で
生
活
が
安
定

し
た
者
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
出

席
で
き
な
い
者
に
大
学
の
状
況
等
を

知
ら
せ
る
「
工
学
部
だ
よ
り
」
の
発

行
や
、
基
礎
科
目
の
演
習
問
題
を
郵

送
す
る
通
信
教
育
も
行
っ
て
い
た
。

　

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
、
こ
う

し
た
不
便
を
解
消
す
べ
く
、
現
在
の

Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅
の
南
に
位
置
す

る
横
河
電
機
製
作
所
の
工
場
跡
に

「
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
整
備
し

て
移
転
。
戦
後
の
新
制
大
学
制
度
の

を
隔
て
て
向

か
い
合
う
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。

戦
後
、
ア
メ

リ
カ
軍
の
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー

を
借
用
し
て

整
地
さ
れ
て

い
た
た
め
、

新
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
に
は
う
っ
て
つ
け
だ

っ
た
。
工
学
部
が
小
金
井
に
移
転
し
て
い

た
間
、
こ
の
地
は
体
育
会
野
球
部
や
自
動

車
部
の
練
習
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
塾
生

か
ら
は
「
嵐
が
丘
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
、
つ
い
に
矢

上
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ
、
工
学
部
は

念
願
の
日
吉
復
帰
を
果
た
し
た
。
９
年
後

の
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
に
は
、
工
学

部
か
ら
理
工
学
部
に
改
組
。
以
降
、
新
学

科
が
順
次
設
置
さ
れ
、
現
在
は
11
学
科
、

理
工
学
研
究
科
３
専
攻
の
研
究
・
教
育
体

制
と
な
っ
て
い
る
。２
０
０
０
年
に
は「
創

造
と
想
像
の
拠
点
」
で
あ
る
矢
上
キ
ャ
ン

パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
「
創
想
館
」
も

完
成
し
、
２
０
１
４
年
に
は
創
立
75
年
を

迎
え
た
。基
本
理
念「
創
発（em

erging

）」

の
下
、
理
工
学
部
の
進
化
は
こ
れ
か
ら
も

続
く
。

竣工後の矢上キャンパス

（右）小金井キャンパス正門
（左）小金井キャンパスでの研究風景
（写真提供：理工学メディアセンター）

日
吉
へ
の
復
帰
を
果
た
し
、

工
学
部
か
ら
「
理
工
学
部
」へ


